
令和６年度 学校経営計画

新宿区立落合中学校

校 長 伊 藤 裕 一

○学習指導要領（2021中学校完全実施）
POINT １ 社会に開かれた教育課程 社会との連携・協働による学校教育の実現

２ 育成を目指す資質・能力の明確化 知識技能・思考力判断力表現力等・学びに向かう力

３ カリキュラム・マネジメント 教科等横断的・ＰＤＣＡ・社会資源の活用

４ 「主体的・対話的で深い学び」の視点での授業改善

○文部科学省・生徒指導提要（2022/12 12年ぶりの改訂）
誰もが安心していられる学校 「させる」から『支える』指導 へ

○東京都教育委員会教育目標

○新宿区教育委員会教育目標 ・広い視野と、自らを律し互いを認め、思いやりの心をもつ人

・地域の一員として、規範意識や公共の精神に基づき、社会の形成に進んで参画する人

・個性や創造力が豊かで、自ら学び、考え、行動する人

○新宿区教育ビジョン ［柱１］子ども一人ひとりの「生きる力」をはぐくむ質の高い学校教育の実現

（H30年 2月公示） ［柱２］新宿のまちに学び、家庭や地域とともにすすめる教育の実現

［柱３］時代の変化に対応した、子どもがいきいき学ぶ教育環境の実現

○新宿区［令和６年度の重点］※ は令和５年度からの追加・変更

［柱１］ ■確かな学力向上 ①新宿区学力定着度調査の分析と活用及び個に応じた指導の充実

学力向上のための重点プランの活用・デジタルドリルの活用

②新宿区版ＧＩＧＡスクール構想実現に向けた授業改善

③教材の蓄積、共有の推進

④主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

⑤理科教育の充実

■豊かな心と健やかな体づくり ①障害者理解教育の推進（デフリンピックへの理解）

②スポーツへの関心と体力の向上

■就学前から中学校までのつながりのある教育の推進

①「小中連携の日」の充実

②連携教育の充実

（学習、生活、道徳、ｷｬﾘｱ･ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ、ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末の活用等）

［柱２］ ■地域との連携・協働による教育の推進 ○地域協働学校の充実

■子どもの安全の推進 ○情報モラル教育の推進

［柱３］ ■一人ひとりの子どもが豊かに学べる学べる教育環境の整備

①学校いじめ防止基本方針に基づいた組織的な対応等の充実

② hyper-QUの活用
③不登校未然防止の取組の充実（文科省・COCOLOプラン）
④不登校児童・生徒に対する多様な教育機会の確保、FS等との連携
⑤ＳＣおよびＳＳＷとの連携

⑥自殺予防及びネグレクトやヤングケアラー等への対応

■学校の教育力の強化 ○教員の働き方の意識改革等



１ 新宿区立落合中学校 教育目標（平成２９年度制定）

時代の変化に対応できる調和と統一のとれた人格の完成をめざし、集団生活を通して心身の健康を図り、

友情を培い、生きる力をはぐくみ、地域と共に学び、社会に貢献できる人を育成する。

○自ら学ぶ ○思いやる ○やり通す

２ グランドデザイン

学校・教員としての不変の視点 令和６年度における４つの視点

［生徒］ ［視点１］ 日々の教育活動の充実・精選

○「徳・知・体」のバランスのとれた成長 ○教育活動の目標の明確化

→ 自尊感情・自己肯定感 → 達成するための計画と方策

○目標の達成（理想の実現に向けた努力） ○教育活動の再構築

→ 主体的な取組 → afterコロナにおける教育活動の再
→ 自己実現・達成感 構築（５年後を見据えて）

○充実した学校生活 ［視点２］ 学習指導要領の具現化

→ 自己有用感・社会性の向上 ○カリキュラムマネジメント

［教職員］ → 教科等横断的・地域資源・ＰＤＣＡ

○生徒の成長・目標の達成 ○主体的・対話的で深い学びの実現

→ 高い職業観に基づく達成感・ → 基礎・基本の定着を土台とした思考

責任を果たす充実感 力・判断力・表現力等の育成

［保護者］ ○授業力の向上

○生徒の成長・目標の達成 ［視点３］ GIGAスクール構想
→ 相互理解・協働・厚い信頼感 → ＩＣＴの有効活用・ドリル教材活用

［地域］ ［視点４］ ５年先の落合中の創造

○支援による生徒の成長・地域への貢献 ○地域に信頼される学校（協働の向上）

→ 協働の喜び・充実感 ○組織力の向上［チームワークの形成］

今年度、新型コロナウイルス感染症への対応が変わり、新しい価値観で社会全体が動き出している現在、

［コロナ以前］［コロナ禍］という経緯・経験を踏まえた上で、すべてを元に戻すだけではなく、５年先を

見据え、新しい教育活動を形成していく大事な年度と考えています。

グランドデザイン「笑顔あふれる落合中学校」は、理想とする学校創りの不変のテーマです。学校は

「生徒の健康と安全」を基盤とし、生徒の心身の成長を促し、生徒が自立的に将来を切り開き自己実現を

図るための力［生きる力］を育成する場であり、それを導き、支えることは学校としての責務です。この

ことを踏まえ、上記グランドデザインは、本校に関わる全ての人が、共通の願い（想い）である

○生徒 落合中学校で生活できて良かった ○保護者 落合中学校に通わせて良かった

○地域 落合中学校は地域の誇り ○教職員 落合中学校に勤務ができて良かった

という理念を表現しています。このことを目指し、達成することは、本校の教育目標の達成を意味すると

考えています。

また、令和５年度サブタイトル「生徒の主体的活動による学校生活の充実」については、多くの場面で

その成果を確認することができました。令和６年度は更に一歩進め、生徒の主体的活動を、直接、学校生

活の構築につなげ、afterコロナにおける『新たな落合中学校』に向け、歩みを進めていきます。

グランドデザイン 『 笑顔あふれる落合中学校 』を創る

－ 生徒の主体的活動による 新らたな落合中学校の創造 －



３ めざす生徒像・教職員像・学校像

（１）生徒像

徳 「豊かな心」 知 「確かな学力」 体 「健やかな心身」

○自他の生命と人権を尊重できる生徒 ○基礎的・基本的な知識・技能を習得し ○すべての活動の基盤として、たくましく

○基本的生活習慣を身に付けた生徒 ている生徒 生きるための心身を有する生徒

（あいさつ､言葉遣い､身だしなみ） ○思考力・判断力・表現力等を身に付 ○自他の心身の健康と安全を考え、そ

○善悪の判断ができ、規範意識が高い け、統合的に活用し、社会の変化に れを実践できる生徒

生徒 対応できる生徒 ○他者と協働的に物事に取り組むこと

○他者への思いやりと感謝の気持ちを ○自分に自信をもち、目標の達成に向 ができる社会性の身に付いた生徒

もてる生徒 け努力できる生徒

○地域の一員という意識のある生徒 ○主体的に学習に取り組む生徒

（２）教職員像

（３）学校像

【具体的な学校像】 ○安全・安心・清潔で、生徒が楽しく登校できる学校

○規律ある学校

○日々の地道な教育活動の積み重ねを重視できる学校

○心を一つにして組織力を生かせる学校

○保護者や地域と協働できる学校

○「地域を支える中学生」を育成できる学校

４ 令和６年度・学校経営計画の指針

（１）「豊かな心」の育成

【目標実現に向けた令和６年度の取組み】

柱１ 人権に関わる指導・対応 及び いじめ防止の指導の徹底

柱２ 思いやりの心や感謝の気持ち、社会性を育成する指導の充実

柱３ 道徳教育の充実 → 道徳的実践力の向上

柱４ 「暴力根絶」「暴力行為ゼロ」の指導の徹底

生徒一人一人の輝く未来を実現するための生きる力

徳「豊かな心」・知「確かな学力」・体「健やかな心身」

をバランスよく有する生徒

○生徒一人一人を大切にし、生徒の成長に喜びを感じる教職員

○教育への高い意欲をもち、教員としての基礎基本を身に付け、その向上に努める教員

○主体的かつ適切な判断ができ、組織の一員として、先を見通した行動ができる教職員

○学校の教育力向上を図るための「カリキュラム・マネジメント」を実践できる教職員

○危機管理意識の高い教職員

○様々な人間関係を大切にし、お互いに高め合える（ＯＪＴ意識を有する）教職員

○服務に厳正な教職員

生徒・保護者・地域から信頼され、地域に誇れる学校

①生命尊重、人権尊重の教育の充実を図る。

②思いやりの心や社会性の育成を図る。



（２）「確かな学力」の育成 －学習指導要領の具現化とＧＩＧＡスクール構想－

【学力の３要素】（学校教育法第３０条２項）の実現

○基礎的・基本的な知識・技能の習得

○知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等の育成

○主体的に学習に取り組む態度

【目標実現に向けた令和６年度の取組み】

柱１ 生徒一人一人の学力の向上 ○基礎的・基本的な知識・技能の習得

○思考力・判断力・表現力等の育成）

柱２ 「主体的・対話的で深い学び」の実現にむけた授業改善

柱３ 学習意欲の向上と学習習慣の確立

（３）「健やかな心身」の育成

【目標実現に向けた令和６年度の取組み】

柱１ 基礎体力の向上と部活動の充実（中学校生活における「学ぶ」部活動・勝利至上主義ではない）

柱２ 心と身体のバランスを重視した食育と健康教育の充実

柱３ 社会性の向上

（４）保護者・地域と連携した教育の充実【地域協働学校】

【目標実現に向けた令和６年度の取組み －カリキュラム・マネジメントの実践－ 】

柱１ 地域の教育力の活用

柱２ 「開かれた学校づくり」から「開かれた教育課程」へ

学習指導要領における ［育成すべき資質・能力の３つの柱］

○何を理解しているか、何ができるか （生きて働く「知識・技能」の習得）

○理解していること・できることをどう使うか （未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成）

○どのように社会・世界とかかわり、より良い人生を送るか （学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・

人間性等」の涵養）

新宿版ＧＩＧＡスクール構想

子どもの「学びたい」をかなえるＩＣＴ

～児童・生徒一人ひとりが他者との学び合いを通して自己に合った学び方を見付け力を伸ばすＩＣＴ環境の実現～

［指導の重点］ ○「主体的・対話的で深い学び」を実現するＩＣＴ活用

○一人ひとりに個別最適化された学び → 区学力調査との連携、ＡＩドリルの活用

○協働学習の推進

○家庭への持ち帰りや学校外での活用

①体力の向上と心の充実 ［心と体のバランスの取れた育成］

②［実践的な行動のできる］社会性の育成

地域の教育力の活用を図るとともに、地域を支える中学生を育成する。

－「地域は教材」「地域は教室」「地域は先生」「地域は家族」「地域は世界への入り口」－



５ 令和６年度の教育課程編成に向けて（ポイント・留意点）

（１）教育活動の充実と働き方改革

（２）基礎学力の充実

〇日々の授業の充実を最優先とする。

〇朝の時間帯の活用 → 月～水：ＡＩドリルの活用 木・金：朝読書

〇教材購入について → 適切な教材の選定（保護者の負担軽減の視点を含む）

〇各種検定 学校全体としての取組へ

（３）生徒主体での学校生活の創造

○学校の決まり等の見直し－不変と変化

生徒の手によるルール作り［学校 SNSルールの再設定 など］

（４）その他の変更点

〇行事の再構築（afterコロナにおける行事のねらい・評価を再確認する）
・校外学習（１・２年生で１回）

・三者面談期間の延長・充実等を含めた、５年後を見据えての年間行事の精選

○生活時程の変更［昼休みの５分延長］ ※令和７年度は完全に生活時程を戻す

（５）教育力の向上

○ミニ研修の実施

・年間計画に組まれている「研修会」は『授業力向上のための実践研修』とし、それとは別

に、職員会議後等の時間を活用し、短時間のミニ研修を組み込み、積み重ねていく。


